
　
平
成
15
年
度
は
、
区
長
選
挙
、
区
議
会
議
員
選
挙
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
鈴
木
区
長
は
、
２
期
目
の
当
選
を
目
指
し
て
立
候
補
し
、
私
ど

も
与
党
会
派
の
議
員
も
鈴
木
区
長
の
再
選
、
ま
た
、
自
ら
の
当
選
を

目
指
し
全
力
で
戦
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
区
議
会
議
員
選
挙
は
、
４
月

の
統
一
地
方
選
挙
の
日
程
で
、
区
長
選
挙
は
、
６
月
に
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
足
立
区
で
は
、
投
票
率
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を

目
的
に
、
５
月
に
同
日
選
挙
を
執
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
鈴
木
区
長

は
14
万
６
千
655
票
を
獲
得
し
、
対
立
候
補
に
約
６
万
２
千
300
票
の
差

を
つ
け
て
、
見
事
に
当
選
を
果
た
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
鈴
木
区
長

が
、
区
長
就
任
以
来
、
財
政
の
危
機
的
な
状
況
下
に
お
い
て
、
財
政

健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
吉
田
前
区
長
当
時
の
混
乱
の
区
政
か
ら
、

安
定
し
た
民
主
的
な
区
政
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
財
政
の
立

て
直
し
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
を
区
民
が
理
解
し
、
認
め
た

が
故
の
結
果
だ
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
更
な
る
努
力

を
期
待
す
る
。

　
平
成
15
年
度
予
算
は
「
子
ど
も
施
策
」「
高
齢
社
会
施
策
」「
都
市

型
産
業
・
雇
用
施
策
」
の
３
つ
に
重
点
を
置
い
た
「
く
ら
し
と
産
業

の
明
日
を
拓
く
予
算
」
で
あ
り
、
区
政
運
営
や
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
足
立
区
64
万
区
民
の
た
め
に
、

公
正
・
公
平
で
責
任
あ
る
区
政
運
営
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に

地
方
自
治
体
と
し
て
そ
の
自
主
性
と
自
律
性
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る

と
す
る
姿
勢
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
普
通
会
計
決
算
で
は
、
実
質
収
支
は
53
億
円
の
黒
字
と
、
前
年
度

に
比
べ
19
億
円
の
増
と
な
り
、
ま
た
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健
全

性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
81.5
％
と
前
年
度
に
比
べ
る
と
3.4
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
た
。
こ
れ
は
、
景
気
回
復
基
調
の
中
で
財
政
調
整
交
付

金
の
増
加
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
自

主
財
源
の
区
税
収
入
は
、
300
億
円
を
割
り
込
み
、
昭
和
62
年
度
の
水

準
近
く
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
区
財
政
が
国
庫
支

出
金
、
都
支
出
金
や
都
区
財
政
調
整
交
付
金
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
財
政
指
標
は
改
善
し
て
い
る
も

の
の
、
内
容
は
大
変
厳
し
い
と
受
け
止
め
る
。
今
後
も
扶
助
費
等
の

義
務
的
経
費
の
伸
び
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
小
中
学
校
等
の
公
共
施

設
の
更
新
が
目
前
に
迫
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
期
待
す
る
。

　
最
後
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
今
決
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
我
が
党
委
員
の
指
摘
し
た
事
項
及
び
提
案
、
要
望

事
項
を
尊
重
し
、
そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

　
足
立
区
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
区
は
区
政
・

財
政
・
社
会
の
構
造
的
な
改
革
に
取
り
組
む
と
共
に
、
新
た
な
手
法

を
活
用
し
た
様
々
な
相
手
と
の
「
協
働
」
に
よ
る
事
業
が
進
み
つ
つ

あ
る
。
平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
で
は
、
実
質
収
支

額
や
単
年
度
収
支
額
は
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
、

特
別
区
民
税
の
６
年
連
続
の
減
収
や
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
の
扶
助

費
が
前
年
度
比
9.1
％
増
と
な
り
歳
出
総
額
の
約
25
％
を
占
め
、
人
件

費
抑
制
の
効
果
を
上
回
る
大
き
な
伸
び
を
示
す
と
共
に
、
不
納
欠
損

額
も
増
大
し
て
い
る
。
経
常
収
支
比
率
は
81.5
％
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
3.4
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
が
、
依
然
と
し

て
80
％
を
超
え
て
お
り
、
今
後
と
も
経
常
経
費
を
減
少
さ
せ
る
努
力

が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
と
っ
て
、
三
位
一
体
の
改
革
や
、

国
・
都
の
助
成
金
削
減
へ
の
動
き
、
更
に
、
区
が
保
有
す
る
360
余
の

施
設
改
修
・
改
築
な
ど
に
対
す
る
対
応
や
、
そ
の
財
政
負
担
は
大
い

に
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
歳
入
に
お
い
て
は
収
入
未
済
額
の
削
減
、

歳
出
に
お
い
て
は
扶
助
費
の
自
立
支
援
の
推
進
や
更
な
る
総
人
件
費

の
削
減
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
構
造
改
革
戦
略
」
に
従
っ
て
、
各
部
の
責
任
と
創
意
工
夫
の
も
と
、

柔
軟
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
す
と
共
に
、「
包
括
予
算
制

度
」
の
更
な
る
定
着
に
努
め
つ
つ
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
は
じ
め
と

す
る
具
体
的
で
効
果
的
な
施
策
を
遂
行
す
る
よ
う
期
待
す
る
。
主
要

施
策
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
と
も
に
創
る
あ
だ
ち
の
未
来
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
区
民
参
画
に
よ
る
新
た
な
基
本
構
想
の
提
案
、
更

に
区
政
透
明
化
計
画
の
策
定
や
交
通
不
便
地
域
の
解
消
と
利
便
性
の

向
上
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
よ
る
交
通
網
の
整
備
、
そ
し

て
雇
用
創
出
特
区
事
業
に
よ
る
「
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
な
ど
は
多
く
の
区
民
の
共
感
を
得
た
も
の
と
思
う
。

　
本
決
算
審
査
を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

社
会
的
弱
者
に
十
分
配
慮
す
る
と
共
に
、
区
民
生
活
へ
の
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
極
力
抑
え
、
事
業
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、
区
民
福
祉

の
向
上
の
視
点
を
原
点
に
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
効
果
性
、
効
率
性

を
検
討
し
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
創
意
工
夫

を
重
ね
、
区
政
運
営
、
行
財
政
運
営
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
委
員
会
に
お
い
て
、
我
が
党
各
委
員
か
ら
の
区
政
全

般
に
わ
た
る
多
く
の
提
案
、
要
望
、
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
区
民
の

声
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
区
政
執
行
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
平
成
15
年
度
は
、
財
政
健
全
化
計
画
の
最
終
年
で
あ
り
、
包
括
予

算
制
度
を
全
庁
で
実
施
し
た
初
年
度
で
も
あ
っ
た
。
平
成
15
年
度
に

お
け
る
区
民
の
暮
ら
し
の
実
態
を
数
字
で
見
る
と
、
23
区
全
体
で
は

特
別
区
民
税
の
納
税
義
務
者
が
増
加
し
て
い
る
の
に
、
足
立
区
で
は

減
少
し
、
特
に
特
別
徴
収
分
の
減
少
や
非
課
税
者
数
の
増
加
が
顕
著

で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
景
気
の
低
迷
で
倒
産
・
廃
業
、
リ
ス
ト

ラ
、
失
業
が
増
え
、
新
た
な
就
職
も
困
難
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
続

き
、
生
活
保
護
世
帯
も
増
え
、
８
年
前
の
お
よ
そ
1.85
倍
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
児
童･

生
徒
は
、
平
成

16
年
度
で
小
中
学
校
在
籍
数
の
お
よ
そ
４
割
に
あ
た
る
な
ど
、
区
民

の
く
ら
し
の
実
態
は
年
々
悪
化
し
、
区
民
の
く
ら
し
を
応
援
す
る
施

策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
包
括
予
算
制
度
の
も

と
で
の
財
源
配
分
は
、
投
資
的
経
費
に
優
先
し
て
配
分
し
、
残
り
を

各
部
に
振
り
分
け
た
。
し
か
も
、
内
示
額
の
２
％
は
減
債
基
金
の
取

り
崩
し
だ
か
ら
な
る
べ
く
使
用
し
な
い
様
に
と
の
縛
り
を
か
け
る
な

ど
し
た
。
こ
れ
で
は
区
民
に
必
要
な
新
規
事
業
や
施
策
の
拡
充
は
で

き
な
い
。
投
資
的
経
費
は
、
年
間
180
億
円
程
度
に
抑
え
る
と
い
う
目

標
は
完
全
に
崩
れ
、
平
成
15
年
度
は
321
億
円
余
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
財
政
調
整
交
付
金
は
見
込
み
よ
り
46
億
円
も
増
え
、「
決

算
剰
余
金
」
は
53
億
円
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
27
億
円
を
減
債
基
金

に
積
ん
で
し
ま
っ
た
。
区
民
の
た
め
に
使
う
お
金
は
あ
っ
た
の
に
、

そ
れ
を
使
わ
ず
溜
め
込
ん
だ
と
い
う
の
が
、
平
成
15
年
度
の
お
金
の

使
い
方
で
あ
っ
た
。

　
区
民
施
策
で
は
、
生
業
資
金
、
住
宅
改
良
助
成
な
ど
区
民
に
喜
ば

れ
、
区
内
業
者
を
支
援
し
、
経
済
波
及
効
果
も
大
き
い
事
業
は
対
象

や
給
付
条
件
等
を
変
更
し
、
結
果
、
利
用
者
を
極
端
に
減
ら
し
た
。

前
立
腺
が
ん
の
発
見
率
が
高
い
と
い
わ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
を
実
施
す

る
考
え
は
な
く
、
ま
た
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
を
大
き
く
上
回
る
猛

暑
の
中
で
学
習
す
る
子
ど
も
達
に
、
何
ら
の
暑
さ
対
策
も
し
な
い
。

更
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事
業
廃
止
、
塩
原
林
間
学
園
を

６
億
１
千
637
万
円
も
損
を
し
て
ま
で
売
り
払
お
う
と
す
る
な
ど
、
区

民
に
と
っ
て
は
、
く
ら
し
を
後
退
さ
せ
る
「
明
日
が
見
え
な
い
予
算
」

で
あ
っ
た
。
担
税
力
あ
る
区
民
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、
区
民
に

担
税
力
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
区
民
の
く
ら

し
を
豊
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
我
が
党
は
、
決
算
審
議
の
中
で
様
々
な
提
案
を
し
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
真
に
自
治
体
ら
し
い
自
治
体
と
し

て
の
区
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
平
成
15
度
の
決
算
は
、
実
質
収
支
に
お
い
て
前
年
度
よ
り
19
億
円

の
増
加
と
な
る
53
億
円
で
、
実
質
収
支
比
率
が
４
％
、
経
常
収
支
比

率
が
81.5
％
に
な
る
な
ど
、
財
政
指
標
の
改
善
が
み
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
歳
入
の
増
加
分
は
特
別
区
交
付
金
や
、
国
・
都
支
出
金

の
増
加
、
特
別
区
債
の
発
行
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
別
区
民
税
収

入
は
300
億
円
を
割
り
込
み
、
６
年
連
続
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。
更

に
今
後
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
や
、
都
区
財
政
調
整
制
度
と
補
助
金

の
見
直
し
に
よ
り
、
歳
入
の
確
保
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
く
る
。

　
歳
出
で
は
、
特
に
生
活
保
護
な
ど
の
扶
助
費
が
9.1
％
、
44
億
円
も

増
加
し
て
530
億
円
に
達
し
、
施
設
改
修
・
改
築
な
ど
の
都
市
更
新
と

と
も
に
、
き
わ
め
て
大
き
な
問
題
と
し
て
対
応
が
迫
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
幼
保
一
元
化
施
設
の
開
設
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
が
ん
検
診
、
西
新
井
駅
と
竹
ノ
塚
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
助

成
、
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
の
開
設
、
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ー
ト
な
ど
、「
子
ど
も
」「
高
齢
社
会
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
産
業
・

雇
用
」「
電
子
自
治
体
化
」
等
々
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
り
や

す
い
施
策
を
実
施
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
、「
指
定
管
理
者
制
度
」

の
運
用
の
問
題
、
が
ん
検
診
や
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る

工
夫
、
様
々
な
子
育
て
施
策
の
統
合
と
充
実
の
問
題
、（
株
）
足
立

都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
未
収
金
、
足
立
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
の
広
告

宣
伝
収
入
の
問
題
な
ど
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
べ

く
一
層
の
努
力
を
あ
ら
た
め
て
要
請
す
る
。
区
に
お
い
て
は
、
生
活

保
護
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
適
切
、

適
正
に
運
用
す
る
と
同
時
に
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
対
策
、
生
き

る
力
を
引
き
出
す
教
育
施
策
に
力
を
入
れ
、
更
に
は
今
後
も
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
で
き
る
よ
う
、
環
境
対
策
、
子
育
て
施
策
、
ま

ち
づ
く
り
施
策
へ
の
努
力
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
収
入
未
済
額
が
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
の
合
計
で
143
億
７
千
万
円
と
昨
年
度
よ
り
12
％

も
増
加
し
た
。
更
に
不
納
欠
損
額
が
き
わ
め
て
多
く
、
一
層
の
徴
収

強
化
策
が
急
務
で
あ
る
。
超
過
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
我
が
会
派
よ

り
資
料
要
求
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
85
億
４
千
万
円
と
、
区

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
国
、
都
に
強
く
働
き
か
け

る
な
ど
、
一
層
の
努
力
を
求
め
る
。

　
以
上
、
本
決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
指
摘
、
提
案
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
来
年
度
の
予
算
編
成
や
日
頃
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
十
分
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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